
「
よ
そ
者
に
寛
容
な
街
な
ん
で
す
」

「
オ
タ
ク
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
「
下
町
の
六
本
木
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
山
谷
。
山
谷
の
簡

易
旅
館
約
160
軒
が
加
盟
す
る
城
北
旅
館
組
合
の
広
報

担
当
副
組
合
長
・
帰
山
哲
男
さ
ん
（
57
）
の
父
で
あ

る
帰
山
仁
之
助
さ
ん
は
、
山
谷
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の

元
祖
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

帰
山
さ
ん
の
祖
父
仁
吉
さ
ん
は
「
大
緑

仁
吉
」
の

四
股
名
で
明
治
時
代
の
大
相
撲
の
力
士
と
し
て
活
躍
し

な
が
ら
、
こ
の
地
で
瀬
戸
物
業
を
起
こ
し
大
正
12
年
9

月
の
関
東
大
震
災
と
昭
和
20
年
3
月
の
東
京
大
空
襲
で

で
二
度
も
全
財
産
を
失
い
ま
し
た
が
、
戦
後
は
仁
之
助

さ
ん
と
共
に
GHQ
か
ら
軍
用
テ
ン
ト
の
払
い
下
げ
を
受
け

た
り
し
て
浅
草
一
帯
で
多
数
の
簡
易
宿
泊
所
や
長
屋
を

建
て
、
戦
争
罹
災
者
や
満
州
か
ら
の
引
揚
者
な
ど
の
多

く
の
流
浪
者
の
住
居
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
の
山
谷
で

の
労
働
力
の
確
保
は
戦
後
の
東
京
復
興
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。

「
負
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
歴
史
の
流
れ
の

ひ
と
コ
マ
だ
け
」

山
谷
は
、
お
江
戸
の
時
代
か
ら
旅
芸
人
、
行
商
人
な

ど
が
利
用
す
る
木
賃
宿
の
あ
る
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

ま
た
手
間
ひ
ま
掛
け
て
贅
を
尽
く
す
江
戸
の
食
文
化
の

情
報
発
信
地
で
も
あ
り
、
食
材
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
高

級
会
席
料
理
屋
と
し
て
繁
盛
し
た
「
八
百
善
」
は
４
代

目
の
八
百
善
主
人
栗
山
善
四
郎
当
時
一
流
の
文
人
墨
客

と
交
流
が
あ
り
、
そ
の
著
書
『
料
理
通
』
に
は
葛
飾
北

斎
な
ど
が
挿
画
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

高
度
成
長
期
か

ら
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
の
山
谷
は
、
建
設
現
場
で
働
く
日

雇
い
労
働
者
が
全
国
か
ら
集
ま
る
活
気
あ
ふ
れ
る
街
と

な
り
、
簡
易
宿
泊
所
に
は
多
い
時
で
一
万
五
，
六
千
人

が
宿
泊
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
人
達
の
食
を
支
え
た

の
が
帰
山
哲
男
さ
ん
の
父
、
仁
之
助
さ
ん
が
創
設
し
た

名
物
食
堂
「
あ
さ
ひ
食
堂
」
で
す
。
と
に
か
く
安
く
て

終
戦
後
の
食
料
難
の
時
代
に
他
の
店
と
比
べ
て
倍
の
量

の
ど
ん
ぶ
り
飯
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
評
判
で
、
朝
５

時
の
開
店
時
に
は
百
人
を
超
す
人
達
が
並
ん
だ
た
め
近

所
か
ら
苦
情
も
…
。
昭
和
30
年
代
か
ら
た
び
た
び
起
き

た
暴
動
で
、
山
谷
＝
危
険
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
の
長
い
ス
パ
ン
で

語
れ
ば
山
谷
が
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
は
ほ

ん
の
数
十
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、

建
設
不
況
や
産
業
構
造
の
変
化
等
で
労
働
者
が
減
り
、

一
時
期
は
220
軒
以
上
あ
っ
た
簡
易
宿
泊
所
も
激
減
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
宿
泊
の
絶
対
多
数
の
方
が
、
か
つ
て
の
高
齢

化
し
た
日
雇
い
労
働
者
の
人
達
で
す
が
、
2002
年
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
ｗ
杯
）
あ
た
り
か
ら
外
国
人
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
（
伝
統
文
化
や
歴
史
を
味
わ
い
な
が
ら
世

界
中
を
「
チ
ー
プ
な
旅
」
で
巡
る
人
々
。
30
㌔
も
あ
る
様

な
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
移
動
す
る
事
が
多
い
事

か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
。
）
が
激
増
し
て
き
ま
し
た
。

欧
米
系
の
旅
人
が
支
流
の
山
谷
で
す
が
、
最
近
で
は,

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
諸
国
や
ア
ジ
ア
な
ら
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
か
ら
も
訪
れ
で
い
ま
す
。
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
社
の
旅
行
ガ
イ
ド
誌
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

の
電
子
版
に
も
紹
介
さ
れ
た
帰
山
哲
男
さ
ん
の
実
弟
の

博
之
さ
ん
の
経
営
す
る
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
紅
陽
」
は

外
国
人
客
が
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す

「
一
線
を
引
か
ず
、
親
戚
（
し
ん
せ
き
）

の
家
に
泊
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
つ
も
り

で
過
ご
し
て
も
ら
う
」

ま
た
、
“
節
約
派
”
出
張
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
就
職
活

動
で
上
京
の
リ
ク
ル
ー
ト
・
ル
ッ
ク
姿
の
女
子
大
生
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行
く
家

族
連
れ
な
ど
が
節
約
の
た
め
利
用
す
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
部
屋
は
、
全
室
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
は
標
準
装
備
。

共
同
の
浴
室
や
男
女
シ
ャ
ワ
ー
室
か
ら
コ
イ
ン
式
の
自

炊
場
&
洗
濯
場
も
あ
り
、
門
限
が
な
い
の
で
限
ら
れ
た

東
京
滞
在
も
有
意
義
に
過
せ
ま
す
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
ホ
テ
ル
『
ほ
て
い
や
』
の
個
室
は
一
泊

素
泊
（
税
込
）
2600
～
2800
円
、
ド
ー
ム
ホ
ス
テ
ル
『
え
び

す
や
』
の
ド
ミ
ト
リ
ー
な
ら
超
格
安
の
1500
円
。
１
階
に

あ
る
団
体
室
な
ら
、
通
常
3
名
～
10
名
ま
で
の
グ
ル
ー

プ
や
家
族
の
方
が
同
時
に
安
く
泊
ま
れ
る
の
で
人
気
が

あ
り
１
名
2000
円
。
（
3
名
未
満
で
も
6000
円
で
貸
切
利
用

可
能)簡

易
宿
泊
所
に
長
期
に
滞
在
す
る
高
齢
者
の
方
達
に

安
全
な
健
康
食
を
安
く
提
供
し
た
り
、
外
国
人
旅
行
者

な
ど
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
出
来
な
い
か
と
模
索
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
く
、
山
谷
地
区
の
人
々
は
昔
か

ら
差
別
心
の
な
い
優
し
い
も
て
な
し
の
文
化
が
あ
り
ま

す
。
行
政
の
区
割
り
で
は
南
千

住
も
山
谷
地
区
に
な
り
ま
す
。

最
近
で
は
山
谷
に
宿
泊
す
る
外

国
人
客
へ
東
京
下
町
の
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
ツ
ア
ー
を
提
案
す
る
旅
行

社
も
あ
り
ま
す
。

北
海
道
か

ら
来
た
知
人
も
子
連
れ
で
連
泊

し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
犯
罪
が
実
は
少
な
く
安

全
で
温
か
な
町
、
世
界
の

山
谷
（S

a
n
'
y
a

）
を
友
人
、

知
人
を
ご
紹
介
下
さ
い
。
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